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●薬物療法：例年､症状が強い人には､花粉の本格飛散前あるいは症状
のごく軽いうちから､花粉飛散量と症状に応じた花粉症治療薬で治療
を始める初期療法などがお勧めです。
●抗ＩgE抗体療法：薬物療法が無効な重症の花粉症に選択されます。
シーズン中に､IgEを抑える抗体を月に１回または２回皮下注射します。
●アレルゲン免疫療法：花粉の抽出液を､舌下または皮下に入れ､花粉
に対する過敏反応を弱めていく方法で､唯一の治癒が期待できる方法
です。
●手術療法：鼻づまりがひどい人には選択肢のひとつです。粘膜を焼
いたり切除したり､まがった軟骨を摘出したりします。詳しくは耳鼻咽
喉科専門医にご相談下さい。

●アレルギー炎症を抑える（鼻噴霧用ステロイド薬）
●化学伝達物質の、神経や血管への作用をブロックする（抗ヒスタミン
薬，抗ロイコトリエン薬）
●症状の原因となる化学伝達物質（ヒスタミンやロイコトリエンなど）
の放出そのものを抑える（化学伝達物質遊離抑制薬）
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花粉症はアレルギーによる炎症です。アレルギーを起こしやすい人では、花
粉が鼻や目から体内に入ると、からだが花粉を異物と認識して IgＥ抗体（人
間のからだの中でつくられ、アレルギーを起こす物質）をつくります。そして、
次に花粉が体内に入ると、花粉と IgＥ抗体が反応し、肥満細胞から炎症を
引き起こす化学伝達物質が放出されます。この化学伝達物質が鼻や目の粘
膜に作用して、アレルギー症状が起こります。花粉症のアレルギー症状は
主にくしゃみ・鼻水、鼻づまり、目のかゆみですが、なみだ目や喉の違和感
など様々な症状が現れる場合もあります。
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